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会員名簿の発行に際して

　本号後半に当学会会員名簿を掲載した．1999年1月

以来3年半振りの更新である．前回は会員相互の情報

連絡等をより活発化することを目的として，会員への

アンケートを行い，掲載内容を従来のものから一新し

た．今回も前回の編集方針を踏襲し，掲載項目につい

ては同一としてその修正・変更を行った．引き続き，

会員問の情報交換に活発に活用していただきたい．

　前回の作成以降，各会員の住所変更等の他，市町村

の合併，機関組織の改変，電話局番の変更等があり，

可能な限り修正を施してきた．また，今回の名簿作成

に当たっては，本誌による呼びかけの他，メーリング

リストによる呼びかけを行い，200人余の会員から修正

等の連絡をいただいた．しかし，準備期間が短いとの

お叱りもあった．未修正の部分等お気付きの点があれ

ば右記学会事務局まで連絡していただきたい．また，

住所等の変更についても学会事務局への速やかな連絡

をお願いする．

　今後，インターネットの更なる普及と共に，個人情

報のあり方についてはより慎重になることが想定され

る．本会員名簿についても掲載内容はもちろん，その

あり方についても検討する必要がある．次回は早めの

立ち上がりと掲載内容についての慎重な検討が課題で

ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（庶務担当理事）
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